
灯台の大きさ

山折り線

谷折り線

のりしろ

高さ：建物 １０．６ｍ 光り　水面から２７．９ｍ

灯塔の太さ：円筒形　４．９５ｍ

六連島灯台　１／３

明治初期に建設された石造の灯台

部埼灯台と姉妹の灯台です

ペーパークラフト　NO.０４８

六連島灯台 Mutsure-Shima S,1/100

山口県下関市（六連島北東端）

光りのとどく距離：３９万カンデラ　１５．５海里(約２８Km)

光りかた： 1０秒に一回白く光る（ＬＢ－Ｈ４０）

設置年月：明治　４年１１月２１日（１８７１）
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明治初期に建設された石造の灯台

部埼灯台
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組立て方

灯ろう上部ひさし

灯塔

地覆

踊り場

灯ろう

胴壁

２．切り取り後各パーツの形を整える（丸みを付ける）

５．灯塔を組立て台紙に張付ける

７．付属舎壁を組立て台紙に張付ける

８．屋根を壁及び灯塔に張付ける

３．筒状の部品は組み立て前に筒状に張付ける

六連島灯台　２／３

４．灯ろうを組立て地覆に張付ける

P048

踊り場下

６．灯塔上部に踊り場下を取り付ける

１．折り線部は前もって折り筋を入れておく

９．踊り場上に胴壁・手すりをを張付ける

１０．踊り場上下を合体させて　　完成

＊

＊　裏にのり

ぬく

灯ろうを貼る

手すりを貼る

胴壁を貼る

灯塔上部を貼る
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ようじを一本準備してね！

折り曲げ方
接着剤がかわくまで糸を巻き付ける

屋根

付属舎壁

手摺 六連島灯台　３／３
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